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The Historical Understanding Based on The 
Historical Picture Materials in The Junior High 
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生徒名 1・気づいたこと ２・疑問・変に思った部分 
KNくん ・服装が違う 
①顔つきが違う 
 
TYさん ・幕府軍はよろいを着
ていて戦っているが，
モンゴル軍はかるそう
な布が使われた服を着
ている。 
・元軍の服が前の3人の服
より色が違う服を着てい
る。 
②多分，日本では戦う前に
あいさつみたいなのをす
るけど元軍の戦いではそ
んな事は行われていない
から幕府軍はあいさつを
しようとしているけど，元
軍はおかまいなし 
NKくん ・服装が違う 
・弓を持っている人た
ちが多い 
③どうして戦いにてきし
た服装じゃないのか(モン
ゴル) 
STくん ③日本の武士はよろい
をきていて，元軍はう
すい服みたいな動きや
すそうな服をしている 
④元軍の服装はなぜ動き
やすく，薄い服なのか 
・元軍の服装はなぜ一人
一人違うのか 
①について，KNくんは「描かれている顔の表情」
について言及している。服装についても言及して
いる生徒が多かったが，KNくんは，服をまとって
いる人物にも注目している。「顔つき」に注目して
いる生徒はKNくん以外にいなかった。「どんな人
物」が描かれているか，生徒にとってあまり関心
がないことが分かった。 
 ②について，TYさんは絵画史料を「静止画」で
はなく，「ストーリー性のあるもの」として流れを
意識している。TYさんは『蒙古襲来絵詞』の中心
にいる人物と背後にいるモンゴル軍の服装の違い
に気づいていた。絵画史料を見る時，それをひと
つの画面として捉えることが多い。だが，TYさん
は右から左に場面が流れているように捉えていた。
これは，服部(2017)が指摘していた異時同図法的
な読み取りである。服部は「三人の蒙古兵出現以
前の様子が，異なる時間帯として，画面前方，左
側に盛り込まれた」と記述している。TYさんの着
眼点や感じ方は，絵画史料研究に通じるものであ
った。 
 ③について，描かれている人物の服装の機能に
ついても考えている。NKくんは「どうして戦いに
てきした服装じゃないのか」と疑問に思っている。
他の生徒は着ている服の違いを蒙古軍と日本で比
較している生徒が多かった。NKくんは「戦い」と
いう視点から服装を吟味して考えている。『蒙古襲
来絵詞』は戦いの場面を描いている。戦いの要素
の中に「弓矢」「刀」「馬」などの要素を発見して
いる生徒はいた。戦いにその服装が適しているか
考えている生徒もあまり見られなかった。NKくん
は今まで持っている知識を使いながら，描かれて
いる蒙古軍の服装が戦いに適しているのか考察し
ていた。これは，絵画史料をそこに描かれた事実
としてだけ捉えているのではなく，実際の情景を
想像しながら，絵画史料を読み取っていたものと
いえる。 
④について，蒙古兵が着ている材質について着
目していた。着ている蒙古軍の服の材質は推測す
るほかないが，STくんは「うすくて動きやすそう」
と表現している。日本の甲冑を着た竹崎季長の服
装との比較から生まれた見方だとも考えられる。
実際に薄い材質なのかは分からないが，これは，
蒙古軍が竹崎季長に向かっていく際の動いている
様子を見て，想像したと推測する。STくんは蒙古
兵の動きを自分で読みとった。自分が知っている
布の知識や経験を使い，自分なりに歴史解釈をし
たといえる。 
 
４ 全体的考察 
 本研究では，絵画史料を活用した授業を行うこ
とにより，生徒の歴史理解は深まるのか，授業実
践を通して明らかにすることを目的とした。その
結果，以下の二点が分かった。 
生徒が『蒙古襲来絵詞』を見て何に気が付いた
のか，何に違和感や疑問を抱いたのかである。生
徒の解釈は二つある。 
第一にTYさんは「多分，日本では戦う前にあい
さつみたいなのをするけど元軍の戦いではそんな
事は行われていないから幕府軍はあいさつをしよ
うとしているけど，元軍はおかまいなし」と書い
ていた。一枚の絵から，人々の動きや流れといっ
たものを自分なりに読み取っている。TYさんはそ
の場面の流れについて自分なりに解釈していた。
絵画史料は描かれている事象から推測する作業の
中で，過去の出来事を一つのストーリーのように
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